
備
■
史
採
肪
の
金
平
成
二
十
二
年
度

一
泊
旅
行
資
料
　
　
（平
成
二
十
三
年
十

一
月
十
二
日
・十
三
日
実
施
）

甲
賀

の
二
と
上
山
宿

ヽ
二
人

山
成
を
歩
く

主
催
備
陽
史
探
訪
の
会
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一
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日
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八
時
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荘
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八
時
半
　
　
あ
か
ね
古
墳
公
園

一れけ半　　卸一』ギ城下着

¨
十
時
半
　
　
観
音
正
寺

■
こ
の
間
、
観
音
寺
城
跡
見
学
）

．
十
二
時
　
　
　
　
観
音
正
寺
で
昼
食

十̈
三時
　
　
　
同
発

ズ
桑
実
寺
経
由
徒
歩
）

¨
十
硼
時
半
　
　
　
安
土
城
博
物
館

・
十
五
時
半
　
　
　
同

発

”
十
九
時
半
　
　
　
福
山
駅
北
口
着
解
散
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・

‥

・

‥

・

１

・

‥

・

１

・

ｌ

・

１

・

‥

・

１

注
意
事
項

一
、
集
合
時
間
厳
守
の
こ
と

一
一、
ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
ユ
下
望
〓つ

〓
一、
気
分
が
悪
く
ら

た
方
や
怪
我
を
き
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
事
務
局
に
申
し
出
て
ど

だ
さ
い
。

四
、
雨
天
の
場
合
に
は
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
Ｕ
ま
す

五
、
迷
子
に
な
っ
た
場
治
は
、
日
口
会
長
同
‐ ‐
‐ ‐
― ―
― ―
― ‐
― ‐
― ‐
□
又
は
藤
井
事
務
局

長
岡
‐‐
‐‐
――
――
―‐
―‐
―‐
□
に
直
ち
に
連
絡
Ｌ
τ
，
笙
い
。

:
:



和
田
城
跡

甲
賀
町
和
田
小
字
杵
ケ
谷

和
田
城
は
甲
賀
町
和
田
に
あ
り
、
和
田
川
の
右
岸
に
構
え
ら
れ
た
城
館
群
の

中
で
最
も
奥
部
に
位
置
し
、
和
田
川
が
南
か
ら
西
に
蛇
行
す
る
部
分
に
突
出
し

た
丘
陵
の
先
端
部
、
標
高
二
四
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
築
か
れ
て
い
る
。

市
指
定
史
跡
。

そ
の
構
造
は
丘
陵
頂
部
に
方
形
プ
ラ
ン
の
城
郭
を
構
え
、
そ
の
外
方
に
曲
輸

を
付
属
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
中
心
と
な
る
方
形
の
曲
輸
①
は

一
辺
約
五
〇
メ

ー
ト
ル
を
測
る
。
そ
の
四
方
に
は
土
塁
が
め
ぐ
る
。
通
常
四
方
に
め
ぐ
ら
さ
れ

た
土
塁
は
均
等
な
幅
や
高
さ
と
な
る
が
、
和
田
城
で
は
四
方
が
す
べ
て
異
な
る

構
造
と
な
る
。
南
辺
土
塁
は
幅
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
を
測

る
巨
大
な
も
の
で
、
単
な
る
土
塁
で
は
な
く
、
尾
根
続
き
の
南
方
に
対
し
て
脱

み
を
利
か
す
櫓
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
そ
の

幅
か
ら
主
部
よ
り
も
高
く
構
え
ら
れ
た
詰
丸
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た
小
曲

輸
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
西
面
と
東
面
の
土
塁
が
ほ
ぼ
同
規
模
で
構
え
ら
れ
て
い
る

が
、
東
面
の
土
塁
は
上
面
幅
が
約

一
人
メ
ー
ト
ル
と
広
く
、
こ
こ
も
南
面
と
同

様
、
何
ら
か
の
建
物
が
構
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
北
面
の
土

塁
は
最
も
低
く
構
え
ら
れ
て
い
る
。

西
面
上
塁
が
南
端
で
開
日
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
虎
口
”
と
見
て
よ
い
。
こ
の

虎
日
前
面
に
は
虎
口
受
け
が
構
え
ら
れ
、
西
側
の
腰
曲
輸
②
と
を
結
ん
で
い
る
。

城
道
は
さ
ら
に
北
側
の
曲
輸
③
を
経
て
城
の
北
側
谷
部
か
ら
山
麓
に
至
る
も

の
と
想
定
で
き
る
。
小
規
模
な
が
ら
手
の
込
ん
だ
造
り
と
な
つ
て
い
る
。
な
お
、

曲
輸
３
の
谷
側
に
円
形
の
窪
み
が
あ
り
、
井
戸
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

城
の
南
側
背
面
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
曲
輸
①
の
南
面
土
塁
の
外
方
に
幅
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
な
堀
切
σ
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
城
域
の
設
定
は

一
応
こ
の
堀
切
と
考
え
ら
れ
る
が
、
堀
切
の
南
側
に
は

削
平
地
④
が
あ
る
。
頂
部
は
見
事
に
削
平
さ
れ
て
お
り
曲
輸
と
判
断
で
き
る
が
、

そ
の
外
方
に
は
自
然
の
鞍
部
が
位
置
す
る
も
の
の
人
為
的
な
施
設
は
認
め
ら

3/,茅ゝ
裁
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れ
な
い
。

和
田
城
は
和
田
谷
の
他
の
城
館
と
連
動
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
特
に
最
奥
部
に
位
置
し
、
土
塁
も
複
雑
な
構
造
で
あ
る
こ
と
よ
り
、

そ
の
中
心
的
な
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

元
亀
三

（
一
五
七
二
）
年
十

一
月
十
四
日
に
造
立
さ
れ
、
織
田
信
長
に
よ
っ

て
尾
張
熱
田
へ
持
ち
去
ら
れ
た
油
日
大
明
神

（油
日
神
社
）
の
鐘
銘
に
和
田
衆

と
し
て
山
持
惟
好
、
伊
予
入
道
惟
、
金
次
郎
惟
綱
、
又
六
郎
惟
持
の
名
が
見
え

る
が
（
『
愛
知
県
金
石
文
集
』
）、
こ
う
し
た

一
族
が
和
田
谷
に
そ
れ
ぞ
れ
居
城

を
構
え
、
そ
れ
ら
が

一
つ
の
城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
方
屋
敷
跡

甲
賀
町
和
田
小
字
岡
田

公
方
屋
敷
は
甲
賀
町
和
田
に
あ
り
、
和
田
谷
の
咽
喉
部
に
あ
た
る
通
称

「殿

山
」
の
南
西
側
谷
部
に
位
置
し
て
い
る
。
市
指
定
史
跡
。

こ
の
小
さ
な
谷
は
、
北

・
東

・
南
の
三
面
に
山
を
負
い
、
西
側
の
み
が
和
田

谷
に
向
か
つ
て
開
日
し
て
い
る
。
屋
敷
跡
は
そ
の
懐
に
抱
か
れ
る
よ
う
な
位
置

に
あ
る
。
現
在
は
広
場
状
の
平
坦
地
と
畑
地
と
な
り
、
東
西
七
五
メ
ー
ト
ル
、

南
北
人
○
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
そ
の
一
角
に
は
樹
木
が
植
え
ら
れ

「公
方
屋
敷

旧
蹟
」
と
記
し
た
石
碑
が
建
つ
。
ま
た
井
戸
が
ニ
カ
所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
南

の
井
戸
か
ら
は
漆
椀
が
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
の
永
禄
人

（
一
五
六
五
）
年
七
月
二
十
八
日
条
に
、
「廿

八
■
夜
、　
一
乗
院
覚
慶
僧
都

廿
九
才
い
寺
を
御
離
れ
お
わ
ん
ぬ
、
御
落
所
習
日
に
も
し
れ
ず
、
甲
賀
の
和
多

が
城

へ
入
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
」
と
あ
り
、
室
町
幕
府
第
十
三
代
将
軍
足
利
義
輝
の

弟
で
、
当
時
興
福
寺

一
乗
院
の
門
跡
と
な
り
、
義
輝
暗
殺

後
は
幽
閉
状
態
に
あ
つ
た
覚
慶
は
、
義
輝
の
家
臣
と
な
つ
て
い
た
和
田
惟
政
ら

の
誘
導
で
奈
良
を
脱

出
。　
一
時
滞
在
し
た
の
が
甲
賀
に
あ
っ
た
和
田
氏
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。

覚
慶
は
当
地
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
の
ち
、
野
洲
郡
矢
島

（守
山
市
）
に
移

十

｀

「

ヽ
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り
、
蓄
髪
し
て
義
秋
と
名
乗
り
、
永
禄
十

一
年
に
は
織
田
信
長
ら
の
援
助
を
得

て
義
昭
と
改
め
、
第
十
五
代
将
軍
と
な

っ
た
。
「公
方
屋
敷
」

の
名
は
の
ち
に
将
軍

（公
方
）
と
な
っ
た
覚
慶
が

一
時
滞
在
し
た
こ
と
に
よ
る
。

天
保
人

（
一
人
三
七
）
年
の

「和
田
村
絵
図
」
「
片
渕
家
文
書
し

に
は
、

当
地
に
あ
た
る
場
所
に

「公
方
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
呼
称
が
少
な

く
と
も
近
世
後
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
小
瀬
甫
庵
の
『
信

長
記
』
に
は
、
「角
て
藤
孝
供
奉
し
江
州
和
田
い
づ
み
が
館

へ
入
給
う
」
と
　
記

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
「和
田
い
づ
み
館
」
「和
田
泉
か
亭
」
と
も
呼

ば
れ
て
お
り
、
覚
慶
を
迎
え
る
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前

は
和
田
氏
の
居
館
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
甲
賀
郡
志
』
も
こ
れ
を

「和

国
氏
館
址
」
と
し
て
立
項
し
て
い
る
。

公
方
屋
敷
は
他
の
甲
賀
の
城
館
と
は
様
相
を
異
に
し
、
そ
の
立
地
が
村
落
背

後
の
丘
陵
先
端
や
平
地
集
落
の
中
心
部
で
は
な
く
、
山
麓
谷
部
で
あ
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
立
地
は
、
通
常
の
戦
国
時
代
の

「詰
」
と

「居
館
」
と
い

う
ヽ
二
元
的
構
造
の
居
館
部
に
相
当
す
る
が
、
背
後
の
殿
山
山
頂
部
に
は
城
郭

遺
構
は
存
在
し
な
い
。

和
田
谷
に
は
本
書
で
紹
介
す
る
よ
う
に
数
多
く
の
城
が
分
布
し
て
い
る
「
こ

う
し
た
城
館
は
、
個
々
の
城
が
別
々
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
和
田
の
谷
全

域
を
守
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
和
田
谷
が

一
つ
の

城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
和
田
氏
は
後
述

す
る
和
田
城
を
居
館
と
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
谷
筋
に
城
と
は
別
に
居
館
を

構
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
谷
筋
よ
り
少
し
上
が

り
、
正
面
以
外
の
三
方
は
す
べ
て
山
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

「公
方
屋
敷
」

が
そ
れ
で
あ
つ
た
可
能
性
は
高
い
。

な
お
、
和
国
谷
の
城
館
に
つ
い
て
、
今
回
改
め
て
精
査
し
た
結
果
、
従
来
そ

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

「公
方
屋
敷
城
」
と

「棚
田
山
城
」
は
城
郭
遺
跡

で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

甲
賀
郡
中
惣
と
は

戦
国
時
代
の
甲
賀
郡
は
、　
一
般
に

「土
豪
」
「地
侍
」
と
呼
ば
れ
る
在
地
小

領
主
が
割
拠
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
当
時
彼
ら
は

「甲
賀
衆
」
と
い
い
、
江

戸
時
代
に
は

「甲
賀
十
二
家
」
「甲
賀
二
十

一
家
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
由
縁
は
、
十
五
世
紀
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

十
五
世
紀
中
頃
、
京
都
で
応
仁
の
乱
が
勃
発
し
、
各
地
は
戦
国
時
代

へ
と
突

入
す
る
。
近
江
に
お
い
て
は
北
に
京
極
氏
、
南
に
守
護
六
角
氏
が
勢
力
を
張
っ

て
お
り
、
六
角
氏
守
護
権
力
は
い
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
。
近
江
で
は
、
他
国
の

よ
う
に
実
力
を
つ
け
た
守
護
代
が
守
護
を
追
い
出
す
よ
う
な
下
剋
上
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
近
江
南
部
に
数
多
く
存
在
す
る
延
暦
寺
領
な
ど
の
荘
園
は
、

守
護
六
角
高
頼
の
家
巨
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ
る
事
態
が
頻
発
し
て
い
た
。
時
の

幕
府
将
軍
足
利
義
尚
は
、
幕
府
の
権
威
回
復
を
ね
ら
い
、
長
享
元

（
一
四
人
七
）

年
に
自
ら
近
江

へ
と
出
陣
し
た

（第

一
次
六
角
征
伐
）
。

幕
府
軍
は
栗
太
部
の
鈎
に
本
陣
を
敷
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
六
角
高
頼
は
本

拠
観
音
寺
城
で
戦
う
こ
と
は
な
く
、
甲
賀
郡

へ
と
退
き
つ
つ
抵
抗
し
た
。
こ
の

時
高
頼
を
支
援
し
た
の
が
甲
賀
衆

（甲
賀
武
士
）
で
あ
り
、
彼
ら
の
働
き
に
よ

り
、
幕
府
軍
は
高
頼
を
討
伐
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
和
議
と
い
う
形
で
収
束
し

た
と
の
伝
承
を
持
つ
。
江
戸
時
代
の
由
緒
書
は
、
こ
の
時
活
躍
し
た
甲
賀
衆
を

「甲
賀
五
十
二
家
」
、
特
に
武
勲
の
あ

っ
た
家
が

「甲
賀
二
十

一
家
」
と
記
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
甲
賀
衆
は
有
事
に
お
い
て
守
護
六
角
氏
を
支
援
し
、
中
に
は

六
角
氏
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
者
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
す

べ
て
が
六
角
氏
直
属
の
家
臣
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
は
彼
ら
で

六
角
氏
と
は

一
定
の
距
離
を
置
く
存
在
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。
以
後
、

甲
賀
衆
は
戦
国
時
代
末
期
に
か
け
て
領
主
間
で
連
合
し
、
合
議
に
よ
っ
て
意
思

決
定
さ
れ
る
地
域
的

一
揆
体
制
を
徐
々
に
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を

「甲

賀
都
中
惣
」
と
呼
ん
で
い
る
。
（
以
上

『
甲
賀
市
史
』
よ
り
）



油
日
神
社

甲
賀
市
甲
賀
町
油
日

御
祭
神

油
日
神

一配
祀
神
〕
猿
田
彦
神

問
象
女
神

御
神
紋

木
瓜
に
ニ
ツ
引

御
由
緒

ご
神
徳
ヽ
天
地
創
成
の
母
胎
で
あ
る

「ア
プ
ラ
」
に
宿
る

「ヒ
」
（日
、
人
、

霊
）の
大
御
魂
と
戴
き
、
高
象
根
元
の
神
、
諸
願
成
就
の
神
、
油
の
祖
神
と
仰

ぐ
。
創
■
、
国
史
見
在
社
　
一二
大
実
録
に

「元
慶
元
年
十
二
月
陽
成
天
皇
丁
酉
朔
三

日
己
巳
授
近
江
国
正
六
位
上
油
口
神
従
五
位
下
」
と
。
社
伝
縁
起
に
は
用
明
或

い
は
天
武
の
朝
と
言
う
。
住
吉
は
油
日
岳
を
神
山
と
し
て
奉
祀
。

朝
野
の
崇
敬
、
元
慶
以
降
天
下
諸
神
増

一
階
の
都
度
に
増
階
に
預
り
、
明
応
二

年
土
棟
の
本
殿
棟
札
に
は

「正

一
位
油
日
大
明
神
」
と
あ
る
。
円
融
天
皇
天
元

元
年
に
は
橘
朝
臣
敏
保
卿
が
勅
を
奉
じ
て
参
向
。

中
世
文
書
に

「江
州
に
無
隠
大
社
」
「甲
賀
の
総
社
」
と
あ
り
、
明
応
再
建
本

殿
の
奉
加
に
は
郡
内

一
円
三
四
七
名
か
ら
米

一
人
五
石
五
斗
六
升
五
合
、
金
子

四

一
貫
四
〇
〇
文
そ
の
他
が
寄
進
さ
れ
、
毎
年
の
油
日
ま
つ
り
に
は
甲
賀
武
士

の
中
か
ら
五
頭
殿
が
巡
年
参
向
、
天
正
十
四
年
に
は

「甲
賀
中
惣
」
よ
り
永
代

神
領
百
石
の
寄
進
、
甲
賀
武
士
五
十
三
家
は
そ
の
総
氏
神
と
し
て
尊
信
、
幕
末

に
は
神
前
に
血
判
の
盟
約
書
を
さ
さ
げ
て
い
る
。
都
内
有
名
古
社
と
の
間
に
は

親
子
の
縁
を
称
し
、
分
霊
と
伝
え
、
祭
日
を
特
定
す
る
な
ど
広
い
崇
敬
の
跡
を

残
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

神
領
、
正
徳
五
年
覚
帳
に

「油
日
大
明
神
境
内
御
除
地
十

一
町
三
反
七
畝
歩
」

と
除
地
証
文
に

「野
山
御
除
地
千
百
三
十
四
町
歩
」
の
山
手
米
に
て
祭
礼
費
用

に
充
つ
と
あ
る
。

旧
社
格
、
明
治
二
十
九
年
七
月
県
社
に
列
格
。

摂
末
社
、
自
髪
神
社
御
祭
神
猿
田
彦
神
は
油
日
神
鎮
座
の
サ
キ
ダ
ケ
彦
と
ｔ
て

祭
祀
、
永
正
七
年
再
興
の
棟
札
あ
り
、
神
体
山
頂
上
の
岳
神
社
に
は
油
日
神
荒

御
魂
及
び
岡
象
女
神
を
祭
る
。
境
内
神
社
は
明
治
四
十
四
年
村
内
の
十
社
を
合

祀
、
祖
霊
社
は
昭
和
二
十
五
年
氏
子
の
祖
霊
を
祀
る
。
現
社
家
慶
長
十

一
年
神

道
裁
許
状
吉
次
よ
り
十
九
代

本
段

・
境
内
建
働

〔本
殿
〕
三
問
社
流
造

間
日
三
間

奥
行
三
間
（重
文
）

〔拝
殿
〕
一
重
入
母
屋
造
妻
入
正
面
及
背
面
唐
破
風
付

間
日
三
間

奥
行
三
間

（重
文
）
　

　

・

〔そ
の
他
〕
楼
門
⌒重
文
）
廻
廊
（重
文
）
中
門

神
餞
殿

神
楽
殿

宝
蔵
庫

神

輿
庫

鐘
楼

参
集
殿

手
水
舎

資
料
館

社
務
所

境
内
社

（摂
社

・
末
社
）

人
幡
神
社

神
明
神
社

日
吉
神
社

春
日
神
社

金
比
羅
神
社

桜
神
社

常
松

神
社

祖
霊
社

⌒境
外
）
自
髪
神
社

岳
神
社

主
な
祭
礼

油
日
の
太
鼓
踊
⌒国
選
択
）
奴
振
り
（県
選
択
）
み
生
れ
ま
つ
り

油
ま
つ
り

祭
礼
日

祭
礼
日
は
神
事
（祭
儀
）
の
み
行
な
い
、
御
神
輿

・
山
車

・
露
店
な
ど
は
別
の
日

に
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
念
の
た
め
神
社
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

５
月
１
日

油
日
祭
り

３
月
１
日
の
頭
子
選
び
か
ら
始
ま
り
、
４
月
１
４
日
の
獅
子
の
出
初
め
式
を
経

て
、
５
月
１
日
の
祭
礼
を
迎
え
る
。
役
は
騎
乗
の
頭
殿
以
下
六
十
余
人
か
ら
構

成
さ
れ
、
行
列
を
な
し
て
社
参
す
る
。
宮
立
式

・
神
輿
渡
御

・
列
結
野
御
旅
所

で
の
山
の
舞
い
に
引
き
続
い
て
、
頭
殿
の
古
式
に
基
づ
い
た
幣
振
り
が
執
り
行

わ
れ
る

（奴
振
り
と
も
呼
ば
れ
る
）。

９
月

１
３
日

大
官
ご
も
り

氏
子
を
は
じ
め
油
業
界

・崇
拝
者
か
ら
献
上
さ
れ
た
油
と
灯
明
に
よ
る
千
数
百

の
燈
明
は
、
タ
カ
か
ら
深
夜
に
至
る
ま
で
点
さ
れ
、
境
内
や
参
拝
者
を
照
ら
す
。

豊
作
祈
願
の
祭
り
で
あ
る
が
、
油
日
神
を
祀
る
と
こ
ろ
か
ら
万
燈
講
と
し
て
行



わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
各
宇
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
座
で
は
御
神
酒
を

飲
み
、
境
内
で
は
氏
子
青
年
に
よ
る
神
賑
行
事
も
加
わ
り
祭
り
気
分
を
盛
り
あ

げ
る
。
昔
は
廻
廊
に
蚊
帳
を
吊
り
、　
一
晩
中
籠
も
つ
た
。
（滋
賀
県
神
社
本
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

斎
王
群
行
と
垂
水
頓
宮

葱
華
輩
に
身
を
委
ね
た
斎
王
が
甲
賀
路
を
ゆ
く
艶
や
か
な
官
廷
行
列
。

『
延
書
斎
宮
式
』
に
よ
れ
ば
、
甲
賀
頓
宮
を
出
発
し
た
斎
王

一
行
は
、
鈴
鹿

峠
を
越
え
る
前
に
垂
水
頓
官
で
宿
泊
す
る
規
定
を
記
し
て
い
る
「
ま
た

『
西
宮

記
』
に
は
ヽ
昌
泰
二
年

（人
人
九
）
九
月
八
日
の
夜
に
京
都
を
出
発
し
た

一
行

が
十

一
日
に
は
垂
水
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

平
安
遷
都
後
の
仁
和
二
年

（人
人
六
）
六
月
、
大
和
経
由
の
伊
勢
路
か
ら
古

来
の
東
海
道
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
倉
歴
道

（油
日
越
）
に
替
わ
り
、
新
た
に

「阿

須
波
道
」
が
開
通

３
日
本
三
代
実
録
し
。
同
年
九
月
に
は
伊
勢
斎
内
親
王

（光

孝
天
皇
の
皇
女
繁
子
内
親
王
）
を
皮
切
り
に
、
文
永
元
年

（
一
二
六
四
）
の
亀

山
天
皇
の
御
代
ま
で
の
三
七
八
年
間
に
三
十

一
人
の
斎
王
が
こ
の
道
を
通
っ

て
い
る
。

垂
水
斎
王
頓
宮
跡
は
、
現
在
の
東
海
道
で
あ
る
国
道

一
号
線
に
沿
っ
た
丘
陵

上
に
あ
り
、
東
西
六
十
四
層
、
南
北
七
十
三
済
の
い
び
つ
な
方
形
区
画
に
、
高

さ

一
メ
余
の
土
塁
が
め
ぐ
り
、
そ
の
平
坦
な
内
部
に
は
井
戸
跡
が

一
基
確
認
さ

れ
て
る
。
未
調
査
の
た
め
建
物
な
ど
の
構
造
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
か
な
り

の
規
模
を
も
つ
施
設
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

垂
水
頓
官
の
様
子
を
窺
う
史
料
に
は
、
長
暦
二
年

（
一
〇
二
人
）
、
後
朱
雀

天
皇
の
皇
女
良
子
内
親
王
の
群
行
時
に
随
行
し
た
斎
宮
勅
別
当
藤
原
資
房
の

日
記

『
春
記
』
九
月
二
十
五
日
条
に
、
黒
木
で
建
設
さ
れ
た
優
れ
た
建
物
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
『
甲
賀
を
紐
解
く
』
よ
り
）

内
田
康
夫

『
斎
王
の
葬
列
』

プ

ロ
ロ
ー
グ
　
　
　
　
　
′

野
元
末
治
が

「御
古
址
」
（垂
水
斎
王
頓
宮
址
）
の
森
で
無
惨
な
死
に
方
を
し

た
夜
は
、
夜
半
過
ぎ
て
か
ら
ほ
ん
の
短
い

時
間
、
鈴
鹿
山
系
特
有
の
叩
き
つ
け
る
よ
う
な
雨
が
降

っ
た
。
雨
は
未
明
に
は

上
が
り
、
翌
朝
は
雲

一
つ
な
い
日
本
晴
れ
に
な
っ
た
。

こ
の
日
、
東
京
で
は
皇
太
子
の
ご
成
婚
が
行
な
わ
れ
、
日
本
中
が
そ
の
話
蓮

で
持
ち
き
り
で
あ

っ
た
。
午
前
十
時
か
ら
賢
所
で
結
婚
の
儀
が
、
午
後
二
時
三

十
分
か
ら
は
パ
レ
ー
ド
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
模
様
は
テ
レ
ビ
で
も
中
継
さ
れ
た
。

皇
太
子
ご
夫
妻
を
乗
せ
た
六
頭
立
て
の
馬
車
が
、
沿
道
を
埋
め
た
大
観
衆
の
歓

呼
の
中
を
進
む
光
景
は
、
戦
後
の
苦
難
が
終
わ
り
を
告
げ
、
新
し
い
日
本
の
ス

タ
ー
ト
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
美
し
く
も
華
や
か
な
も
の
で
あ
つ
た
。

野
元
末
治
の
死
体
は
、
テ
レ
ビ
中
継
が
始
ま
る
寸
前
、
御
古
址
の
近
く
で
茶

畑
を
栽
培
す
る
農
家
の
夫
婦
が
発
見
し
た
。

発
見
さ
れ
た
時
、
末
治
は
雨
に
打
た
れ
、
泥
の
飛
沫
を
浴
び
て
黒
く
染
ま
っ

て
い
た
。
仰
向
け
に
な
っ
た
顔
の
額
か
ら
上
の
右
半
分
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

の
一
撃
を
く
つ
て
ザ
タ
ロ
の
よ
う
に
無
惨
に
潰
さ
れ
、
血
渠
と
も
脳
味
噌
と
も

判
別
で
き
な
い
、
自
茶
け
た
粘
液
状
の
も
の
が
、
黒
い
地
面
に
ド
ロ
リ
と
垂
れ

て
い
た
。

不
気
味
な
こ
と
に
、
末
治
の
カ
ッ
と
見
開
い
た
ま
ま
の
眼
裔
の
上
を
、
甲
羅

の
赤
黒
い
沢
ガ
こ
が
モ
ソ
モ
ソ
と
這
。
っ
て
い
る
。
茨
の
と
げ
の
よ
う
に
尖

っ

た
足
が
黒
目
の
上
を
歩
い
た
と
き
は
、
夫
婦
は
思
わ
ず
目
を
閉
じ
た
。

夫
婦
の
知
ら
せ
で
駐
在
が
駆
け
つ
け
た
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
、
近
隣
か
ら
野

次
馬
が
集
ま
っ
て
、
死
体
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。

死
体
の
脇
に
は

「凶
器
」
と
な
っ
た
鳥
居
の
残
骸
が
転
が
っ
て
い
た
。
以
前

か
ら
老
朽
化
を
指
摘
さ
れ
た
ま
ま
放
置
し
て
あ
っ
た
の
が
、
何
か
の
シ
ョ
ッ
ク

で
倒
壊
し
た
の
だ
ろ
う
。
昨
夜
は
雷
も
鳴
つ
て
い
た
か
ら
、
ひ
よ
つ
と
す
る
と

そ
れ
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
下
に
た
ま
た
ま
末
治
が
い
あ
わ
せ
た
の
は

不
運
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
野
次
馬
の
後
ろ
の
ほ
ヶ
か
ら
覗
き
込
ん
で

い
た
老
人
は

「御
古
址
の
崇
り
や
」
と
、
恐
ろ
し
げ
に
呟
い
た
。
御
古
址
は

一



木

一
草
た
り
と
も
冒
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
い
に
し
え
か
ら
の
定
め
で
あ
る

の
に
、
そ
の
禁
を
破

っ
た
か
ら
、
罰
が
当
た
つ
た
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
み
ん
な
も
領
い
て
、
寒
そ
う
に
首
を
す
く
め
な
が
ら
御
古
址
の
森
を
見

回
し
た
。
（略
Ｘ
新
潮
丈
庫
版
よ
り
）

東
海
道
土
山
宿

「坂
は
照
る
照
る
鈴
鹿
は
曇
る
あ
い
の
上
山
雨
が
降
る
」
と
鈴
鹿
馬
子
唄
に
唄

わ
れ
る
土
山
。

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
措
か
れ
る
土
山
の
姿
は
、
鈴
鹿
馬
子
唄
に
も
共
通
し

て
、
や
は
り
雨
の
降
り
し
き
る
中
、
田
村
永
代
板
橋
を
渡
り
蓑
笠
姿
で
伊
勢
路

を
急
ぐ
旅
人
の
姿
だ
。

土
山
は
古
く
平
安
の
時
代
か
ら
京
と
伊
勢
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
、
鈴
鹿
峠
を
控
え
た
街
道
の
難
所
と
し
て
、
峠
を
越
え
る
旅
人
で
賑
わ
っ
た
。

土
山
の
地
名
は
、
中
世
紀
行
文
の
中
に
も
見
え
、
室
町
時
代
よ
り
街
道
筋
に

集
落
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
る
。

土
山
宿
に
は
、
本
陣
や
脇
本
陣
、
旅
寵
屋
な
ど
の
宿
泊
施
設
や
問
屋
場
、
高

札
場
が
置
か
れ
、
宿
駅
と
し
て
の
機
能
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。

本
陣
に
は
土
山
本
陣

（土
山
氏
）
と
大
黒
屋
本
陣

（立
岡
氏
）
の
二
軒
が
あ

り
、
土
山
本
陣
は
寛
永
十

一
年

（
一
六
三
四
）
三
代
将
軍
家
光
が
上
洛
の
折
に

設
け
ら
れ
、
初
代
土
山
喜
左
衛
門
が
本
陣
職
に
任
命
。
明
治
二
年
の
廃
業
ま
で

代
々
世
襲
さ
れ
た
。
現
在
で
も
上
段
の
間
や
庭
な
ど
が
当
時
の
ま
ま
保
存
ざ
れ
、

休
泊
者
を
記
録
し
た

「宿
帳
」
、
本
陣
の
玄
関
や
宿
の
入
日
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た

「関
札
」
な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

大
黒
屋
本
陣
は
、
旅
籠
屋
で
あ
っ
た
大
黒
屋
が
江
戸
後
期
の
交
通
量
の
増
加

に
伴
い
ヽ
本
陣
に
指
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
土
山
宿
は
東
海
道
と
中
山
道
を
結
ぶ
御
代
参
街
道
の
分
岐
点
で
あ
り
、

多
賀
大
社

へ
の
参
詣
や
街
道
沿
い
の
近
江
商
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
、
往
時
の
道

標
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

宿
場
の
名
物
に
は
、
お
茶
、
御
六
櫛
、
蟹
ケ
坂
飴
な
ど
が
あ
り
、
名
所
図
会

や
紀
行
文
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

安藤広重東海道五十二次『土山宿J



国
民
宿
舎

「か
も
し
か
荘
」

ロ
ケ
隊
の
そ
の
夜
の
宿
は
、
野
洲
川
を
遡
つ
た
野
洲
川
ダ
ム
に
近
い
、
大
河

原
と
い
う
集
落
に
あ
る
国
民
宿
舎

「か
も
し
か
荘
」
で
あ
る
。
長
屋
明
正
は
自

分
の
車
で
ロ
ケ
隊
に
く
つ
つ
い
て

「か
も
し
か
荘
」
ま
で
や

っ
て
来
て
、
晩
飯

の
席
に
も
ち
や
つ
か
り
坐
り
込
ん
で
い
た
。

ど
う
や
ら
本
人
と
し
て
は
、
ロ
ケ
隊
と
と
こ
と
ん
行
動
を
共
に
す
る
つ
も
り

で
い
る
ら
し
い
。
招
か
れ
ざ
る
客
も
い
い
と
こ
ろ
だ
が
、
自
井
は
こ
の
際
も
ス

タ
ッ
フ
の
疑
間
を
抑
え
る
よ
う
に
し
て
、
明
正
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

「ま
あ
、
ロ
ケ
場
所
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
長
屋
な
の
だ
か
ら
、
メ
シ
ぐ
ら

い
一
緒
に
し
て
も
い
い
ん
じ
や
な
い
の
」

か
も
し
か
荘
は

「ぼ
た
ん
鍋
」
が
売
り
物
で
、
そ
の
夜
の
食
卓
の
メ
イ
ン
デ

イ
ツ
シ
ュ
だ

っ
た
。
し
か
し
、
若
い
連
中
が
多
い
だ
け
に
、
肉
の
量
が
物
足
り

な
い
。
そ
れ
を
見
て
、
長
屋
が
十
人
前
の
肉
を
追
加
注
文
を
し
た
。
つ
い
で
に

ビ
ー
ル
一
ダ
ー
ス
も
差
し
入
れ
て
、
コ
ン
」か
ら
先
は
お
れ
の
奢
り
」
と
、
気

前
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。

現
金
な
も
の
で
、
長
屋
に
い
い
感
じ
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
連
中
ま
で
、
掌

を
返
す
よ
う
な
世
辞
を
言
っ
た
り
し
た
。
（内
田
康
彦

『斎
王
の
葬
列
』
よ
り
）

蒲
生
あ
か
ね
古
墳
公
園

田
日
の
古
墳
群

一
木
村
古
墳
群

一
（東
近
江
市
川
合
町
）

名
神
高
速
道
路
下
り
の
黒
丸
Ｐ
Ａ
を
越
え
て
し
ば
ら
く
走
る
と
、
左
手
に
２

基
の
古
墳
が
見
え
る
。
こ
れ
が
木
村
古
墳
群
の
久
保
田
山
古
墳

（ぐ
ぼ
た
や
ま
）

と
天
乞
山
古
墳

（あ
ま
ご
い
や
ま
）
で
あ
る
。

木
村
古
墳
群
は
、
雪
野
山
ど
布
施
山
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
平
野
部
の
南
端
に

位
置
し
、
５
基
以
上
の
古
墳
か
ら
構
成
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
中
期
の
滋
賀
県
下

最
大
規
模
の
古
墳
群
で
あ
る
。
名
神
高
速
道
路
の
工
事
な
ど
で
多
く
の
古
墳
が

失
わ
れ
た
が
、
残
さ
れ
た
久
保
田
山
古
墳
と
天
乞
山
古
墳
の
２
基
の
古
墳
は
、

平
成
２
年
に
県
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
復
元
整
備
さ
れ
た
。

木
村
古
墳
群
は
、
タ
ン
サ
イ
塚
古
墳
、
石
塚
古
墳
、
入
谷

（
い
た
ち
）
古
墳
、

久
保
田
山
古
墳
、
天
乞
山
古
墳
等
の
で
構
成
さ
れ
、
現
在
で
は
久
保
田
山
と
天

乞
山
古
墳
が
残
る
の
み
だ
が
、
石
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
墳
丘
が
失
わ
れ
た
も
の

の
、
周
濠
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
る
。
ま
た
、
ケ
ン
サ
イ
塚
古
墳

は
、
墳
丘
径
が
７
０
～
８
０
ｍ
、
高
さ
１
０
ｍ
の
県
下
最
大
の
円
墳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
つ
て
い
る
。

久
保
田
山
古
墳

久
保
田
山
古
墳
は
、
直
径
５
７
ヨ
、
高
さ
５
ｍ
以
上
の
円
墳
で
、
南
北
両
端

に
造
り
出
し
の
付
く
類
例
の
少
な
い
形
状
で
、
周
囲
に
周
濠
を
巡
ら
し
て
い
る
。

墳
丘
は
上
下
２
段
に
分
か
れ
て
お
り
、
周
囲
に
埴
輸
を
立
て
並
べ
て
い
た
。

出
土
し
た
埴
輸
の
ほ
と
ん
ど
は
円
筒
埴
輸
だ
が
、
造
り
出
し
の
部
分
に
は
朝
顔

形
埴
輸
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
墳
丘
外
面
は
割
石
に
よ
る
葺
石
で
全
体
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が
覆
わ
れ
て
い
た
。
埋
葬
施
設
の
構
造
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
石
室
の

一
部
を

思
わ
れ
る
石
材
が
出
土
し
て
い
る
。

古
墳
の
築
造
年
代
は
、
出
土
品
と
墳
丘
の
形
状
か
ら
５
世
紀
後
半
代
と
考
え

ら
れ
る
。

現
在
は
、
葺
石
、
信
楽
焼
で
再
現
し
た
約
３
９
０
個
の
円
筒
埴
輸
が
並
べ
ら

れ
、
当
時
の
姿
を
再
現
、
古
墳
の
規
模
の
大
き
さ
や
壮
麗
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二|       ||



天
乞
山
古
墳

天
乞
山
古
墳
は
、　
一
辺
が
約
３

ｍ
、
高
さ
が
推
定

二
ｍ
程
度
の
方
墳
で
、

南
北
両
端
に
造
り
出
し
の
付
く
特
異
な
形
状
の
古
墳
、
方
墳
と
し
て
は
滋
賀
県

下
最
大
規
模
、
全
国
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
。

墳
丘
は
上
下
２
段
に
分
か
れ
、
西
側
の
造
り
出
し
部
を
中
心
と
し
て
葺
石
を

貼
り
付
け
て
い
る
。
埋
葬
施
設
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
石
室
と
思
わ
れ
る
石
材

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
竪
穴
式
石
室
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
の
築

造
年
代
は
、
出
土
品
と
墳
丘
の
形
状
か
ら
５
世
紀
後
半
代
と
推
定
さ
れ
る
。

ヽ
‥
７
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影
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観
音
寺
城
跡

観
音
寺
城
は
近
江
国
守
護
で
近
江
源
氏
の
嫡
流
で
あ
る
佐
々
木
六
角
氏
の

居
城
と
し
て
築
か
れ
た
山
城
で
あ
る
。
日
本
五
大
山
城
の
ひ
と
つ
し
て
数
え
ら

れ
る
。
六
角
氏
が
い
つ
観
音
寺
城
を
築
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
建
武

二
年

（三
二
二
五
）
の
太
平
記
に
は
、
佐
々
木
氏
頼
が
北
畠
顕
家
軍
を
阻
止
し

よ
う
と
し
、
観
音
寺
城
に
立
て
籠
も

っ
た
と
い
う
記
録
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

後
も
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
江
北
の
京
極
氏
や
浅
井
氏
と
境
目
の
戦
い
を
繰
り

返
し
て
き
た
が
、
今
の
よ
う
な
山
城
と
し
て
の
形
が
整
っ
た
の
は
、
大
永
の
末

年
か
ら
享
禄
年
間

（
一
五
二
人
～
三
二
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
改
修
の
後
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

六
角
氏
は
こ
の
地
で
、
守
護
と
し
て
活
躍
し
在
地
領
主
と
被
官
と
し
て
南
近

江
を
治
め
て
い
た
。
近
江
よ
り
東
の
者
共
は
必
ず
観
音
寺
城
の
麓
を
通
ら
ね
ば

な
ら
ず
、
六
角
氏
の
権
力
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
室
町
文
化
の

粋
を
誇

っ
た
観
音
寺
城
も
、
将
軍
足
利
義
昭
を
擁
し
て
上
洛
し
よ
う
と
し
た
織

田
信
長
に
対
し
て
反
信
長
方
に
つ
い
て
い
た
た
め
そ
れ
を
拒
否
。
結
果
、
観
音

寺
城
は
信
長
方
に
包
囲
さ
れ
攻
撃
さ
れ
て
落
城
し
て
し
ま
っ
た
。

城
は
撤
山
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
独
立
丘
陵
の
南
斜
面
に
築
か
れ
て
い
る
。
中

央
の
谷
筋
の
大
手
道
を
中
心
に
、
山
頂
間
近
の
本
丸
跡
を
扇
の
要
と
し
て
、
扇

を
開
い
た
よ
う
に
鱗
状
の
無
数
の
曲
輸
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
城

へ
は
山
下
町

が
あ
っ
た
石
寺
か
ら
車
を
止
め
て
大
手
道
の
石
段
を
登
っ
て
い
く
方
法
と
車

や
タ
ク
シ
ー
で
五
個
荘
側
か
ら
観
音
林
道
駐
車
場
の
あ
る
淡
路
丸
を
目
指
す

方
法
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
観
音
正
寺
に
到
達
す
る
。
城
跡
は
、
境
内
左
手
脇

の
一
段
下
が
っ
た
道
か
ら
境
内
を
通
り
越
す
よ
う
に
尾
根

へ
と
登
っ
て
い
く
。

し
ば
ら
く
登
る
と
前
方
に
開
け
た
部
分
に
出
る
。
こ
こ
が
、
本
丸
で
あ
る
。

か
な
り
広
い
空
間
が
望
め
る
足
下
に
は
礎
石
ら
し
き
も
の
、
奥
に
は
低
い
石
垣

と
虎
口
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
、
奥
に
進
む
と
伝
平
井
丸
に
降
り

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
も
か
な
り
広
い
空
間
が
望
め
る
。
入
り
口
に
は
や
や

大
き
な
石
垣
で
造
ら
れ
た
虎
口
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に

一
段
下
の

曲
輸
と
し
て
、
池
田
丸
の
曲
輸
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
西
側
の
尾

デ
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観 音 寺 城 跡

根
上
が
観
音
寺
城
の
中
心
部
だ
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
山
頂
部
、
観
音
寺
周
辺
の

山
腹
、
東
側
尾
根
と
大
小
の
曲
輸
が
石
垣
を
持
ち
な
が
ち
連
な
る
。
い
ず
れ
の

曲
輸
に
も
石
組
み
の
桝
や
石
墨
、
階
段
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
安
土
城
に

先
行
す
る
近
江
の
技
術
力
の
高
い
山
城
の
築
城
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
（
近
江
の
城
ベ
ス
ト
５
０
を
歩
く
』
木
戸
雅
寿
）

安
土
城
跡

天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
十

一
月
二
十
八
日
、
織
田
信
長
は
、
突
然
そ
れ
ま

で
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
岐
阜
城
と
家
督
を
、
嫡
男
の
信
忠
に
譲
る
こ
と
を
宣
言

し
た
。
自
ら
は
天
正
四
年
正
月
中
旬
に
、
近
江
国
安
土
山
に
城
を
築
く
こ
と
と

し
て
総
奉
行
を
丹
羽
長
秀
に
命
じ
た
。
信
長
は
当
時
、
岐
阜
城
に
住
ん
で
い
た

が
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
に
三
好

一
族
が
足
利
義
輝
を
殺
害
し
た
時
に
、

岐
阜
か
ら
京

へ
兵
を
送
る
の
に
ま
る

一
日
か
か
り
京
を
奪
還
さ
れ
そ
う
に
な

つ
た
と
い
う
苦
い
経
験
か
ら
、
岐
阜

へ
も
半
日
、
京

へ
も
半
日
の
行
程
で
い
け

る
安
土
山
に
目
を
つ
け
て
城
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
安
土
山
は
比
高
差

九
九

・
七
メ
ー
ト
ル
、
約
九
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
形
を
し
た
低
丘

陵
で
、
現
在
は
戦
後
の
干
拓
に
よ
り
、
周
り
に
あ
っ
た
琵
琶
湖
の
内
湖
を
埋
め

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
四
方
を
湖
に
囲
ま
れ
陸
続
き
は
ご
く

一
部

と
い
う
よ
う
な
天
然
の
要
害
で
あ
っ
た
。
信
長
は
こ
こ
に
稔
石
垣
か
ら
な
る
巨

大
な
城
を
築
い
た
。

記
録
で
は
、
天
正
四
年
四
月

一
日
よ
り
、
大
石
を
も
つ
て
石
垣
積
み
が
開
始

さ
れ
、
天
主
の
造
営
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
あ
る
。
参
加
し
た
人
々
は
、
尾
張

ｏ

美
浪

・
伊
勢

・
越
前

・
若
狭

・
畿
内
の
諸
侍
と
京

ｏ
奈
良

・
堺
の
大
工
と
諸
職

人
で
あ
る
。
瓦
焼
き
は
奈
良
衆
と
唐
人
一
官
に
命
じ
天
主
は
唐
様
に
作
ら
れ
た

と
い
う
。
石
垣
の
石
は
、
観
音
寺
山
ｏ長
命
寺
山
等
の
近
隣
か
ら
集
め
ら
れ
て
、

そ
の
数
は
三
千
と
い
う
。
「蛇
石
」
と
い
う
名
石
な
ど
は
、
三
千
人
を
以
て
し

て
も
山
に
上
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が

『信
長
公
記
』
に
は
記
さ
れ
て

い
る
。
昼
夜
を
問
わ
ず
の
突
貫
工
事
の
末
、
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
　

に
は

天
主
が
完
成
し
た
。
城
の
完
成
を
見
た
の
は
、
天
正
十
年

（
一
五
人
三
）
の
こ

10



と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
正
月
に
は
家
臣
を
集
め
完
成
視
賀
会
が
閉
れ
て
い
る
。

そ
の
時
の
様
子
に
よ
る
と
、
御

一
門
衆
を
は
じ
め
、
他
国
衆
や
安
土
衆
が
呼
び

寄
せ
ら
れ
、
総
見
寺
か
ら
本
丸
に
案
内
さ
れ
、
御
殿
主
で
は
天
皇
の
問
や
御
幸

の
間
、
江
雲
寺
御
殿
、
南
殿
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
信
長

は
、
安
土
城
の
築
城
段
階
か
ら
、
正
規
町
天
皇

・
誠
仁
親
王
の
行
幸
を
想
定
し

て
安
土
城
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
土
城
は
信
長
の
生
活
の
拠
点
、

天
下
布
武
の
拠
点
で
も
あ
り
、
行
幸
と
い
う
政
治
的
な
場
と
し
て
築
城
さ
れ
て

い
た
事
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
栄
華
を
誇
る
は
ず
で
あ
っ
た
城
も
、

天
正
十
年
に
起
っ
た
本
能
寺
の
変
の
巻
き
添
え
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
う
。
一

説
に
犯
人
は
明
智
光
秀
や
在
城
し
て
い
た
甥
の
秀
満
と
い
ぅ
が
、
光
秀
が
山
崎

の
合
戦
で
死
を
遂
げ
た
日
、
秀
満
が
坂
本
城
で
自
刃
し
た
時
に
は
ま
だ
焼
亡
し

て
い
な
い
。
犯
人
は
フ
ロ
イ
ス
が
書
き
残
し
た
と
お
り
織
田
信
雄
と
す
る
の
が

妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
焼
亡
し
た
の
は
天
主
を
中
心

と
し
た
主
郭
部
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
お
り
、
城
全
体
の
九
人
％
は
そ

の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
た
。
本
丸
天
主
を
除
く
城
の
建
物
の
多
く
は
、
天
正

十
二
年

（
一
五
人
五
）
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
近
江
人

幡
山
城
築
城
に
際
し
て
城
下
町
ご
と
移
転
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

移
転
後
の
城
跡
に
は
秀
吉
が
信
長
を
弔
う
た
め
に
墓
を
造
営
し
、
城
と
墓
を
聖

地
と
し
て
守
る
こ
と
を
捲
見
寺

（現
土
地
所
有
者
）
に
託
し
た
。
こ
の
配
慮
は

そ
の
後
、
幕
末
ま
で
徳
川
幕
府
で
も
将
軍
の
宋
印
と
い
う
形
で
代
々
続
け
ら
れ

て
い
る
。
城
の
荒
廃
が
進
む
な
か
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
に
史
跡
指
定

さ
れ
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
以
降
、
滋
賀
県
で
続
け
ら
れ
て
い
る
調
査

整
備
に
よ
り
、
総
石
垣
に
囲
ま
れ
た
織
豊
系
城
郭
の
出
発
点
と
し
て
の
城
跡
が

次
第
に
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
。
　

　

　

「
近
江
の
城
ベ
ス
ト
８

を
歩
く
』

木
戸
雅
寿
）

安土城跡奥瀾日
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